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⑧キーエントリーシステム（工場オプション）

⑨緊急停止スイッチ（工場オプション）

⑩電切リレーと動作中リレー（工場オプション）

操作中に緊急停止スイッチを押すと送信機の電源を切る機能です。
再度、操作する際は、緊急停止スイッチを解除しないと送信機の
電源は入りません。

解除方法
1. 緊急停止スイッチを引くと解除します。
2. 2 秒以上「電入」スイッチを押します。

POW ランプが点滅すると電入状態となり、操作が可能
になります。

電切リレーは、送信機の電切スイッチを操作した時に動作します。クレーン側の主電源保持の解除等に使用します。
動作中リレーは、操作スイッチ（電入 / 警報、電切、照明、照明の隣りの予備スイッチを除く）を操作した時に動
作します。警告灯等に利用します。（P.44「その他 電切リレー / 動作中リレー（別売）の利用」を参照）
※照明、照明の隣りの予備スイッチは動作中リレー連動設定も可能です。（工場オプション）

●使用しなくなった時
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使用しなくなった無線システム（受信機、送信機）は、一般のゴミと一緒に捨てず、販売店また
は弊社にお送りください。環境保護にご協力願います。

キーエントリーシステムは、マグネット（磁石）を使用しています。リフティングマグネット（リ
フマグ）など強力な磁石を発生する機械に近づくと、機能しない場合があります。ご注意ください。

⑪データログ（工場オプション）
送信機の操作、受信機の動作記録を保存します。点検時保守作業員が稼働履歴をチェックし、消耗品交換の目安に
なります。

専用キーを送信機に差し込まないと電入しない機能です。
操作方法

1. 専用のキーを差し込みます。
2. 2 秒以上「電入」スイッチを押します。
　POW ランプが点滅すると電入状態となり、操作が可能に

なります。
3. 電入状態でキーを抜くと、電切します。
※キーを抜いても電切しない仕様も可能です。
※キーは大切に保管してください。
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設置する受信機が目的の製品であるか確認してください。特に電源の仕様が合っているか注意し
てください。間違った製品を取付けると、故障します。

3．設　置

1. 注意すること
●設置する方へ

設置作業は、感電や墜落の危険があります。機械と電気および無線システムのことを熟知した方
が、慎重に作業してください。
設置上のミスは重大な事故になり危険です。

配線などで受信機の蓋を外した場合は、作業終了後に必ず閉めてください。異物等が浸入し、出
力端子や基板上で異物によるショートなどが発生し思わぬ事故となる可能性があり、危険です。
また、配線後は、異物がないか確認してから蓋を閉めてください。

受信機を風雨が及ぶ場所に設置する場合は、防水接栓（別売）をお使いください。

受信機 耐候仕様 備　　考

GRB100VZ/WZ
GRB120VZ/WZ ─ 異物と水に対して特に保護されていませんので制

御盤に必ず内蔵してください。
耐侯性能は、経年変化により劣化しま
す。定期的に点検し、性能維持に努
めてください。パッキン等の交換が必
要な場合、販売店または弊社までご
連絡ください。また屋外でも直接風
雨に晒されないように設置してくださ
い。

GRD100VZ/WZ
GRD120VZ/WZ

耐塵防沫仕様
IP64 相当

IP64 相当：粉塵が内部に侵入しない、いかな
る方向からの水の飛沫によっても有害な影響を
受けない構造です。
防水接栓（別売）を使用することにより、IP65
相当になります。

設置場所の選定は、以下の条件を満足できるようにしてください。

●設置する機器の確認

○激しい振動、衝撃の無い場所
振動の少ない場所に設置してください。最大 10G までの衝撃に耐えら
れますが、それを超える場合や連続して加わる場合など、故障の原因に
なります。防振対策を実施してください。

○急激な温度変化の無い場所
直射日光、温度変化の激しい環境を避け設置してください。紫外線や急
激な温度変化、高温は、部品を劣化させます。
受信機の温度に関する規格を以下に示します。

動作周囲温度 － 10℃～ 60℃
動作周囲湿度 RH90% 以下（ただし結露なきこと）

これを超える温度が予想される場合、ファン等の冷却装置を設置するな
どの対策を行い、規格を超えないようにしてください。
また、低温には、ヒーター等の暖房装置で対策を行ってください。

危険

危険

注意

●受信機

●設置場所の条件

 
10Ｇ   
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○ノイズ源から離れた場所
高周波炉やトロリー線などノイズの発生源になり得る場所からは、でき
るだけ遠くに設置してください。ノイズの影響を軽減できます。

○腐食や劣化を促進しない場所
水や油などがかかる場所や酸・アルカリの雰囲気中、多湿の所などへは、
設置しないでください。故障の原因になります。
塩害などが予想される場合は、販売店または弊社までご相談ください。

○保守点検が容易にできる場所
設置作業も楽になります。

○クレーンの動作に支障をきたさない場所
点検等で蓋を開けることも考えて、設置場所を検討してください。

●無線システムの負荷
リレーの制御出力は、1a 接点です。この接点に接続される負荷により、接点の寿命が変わります。また、規格を超
える負荷は、接続しないでください。制御不能となる可能性があり危険です。間接リレーを入れるなどの処置が必要
です。
出力接点の規格の一部を以下に示します。

受　信　機 出力リレー型名（メーカ名） 定格通電電流 備　　考

GRB100VZ/WZ
GRB120VZ/WZ
GRD100VZ/WZ
GRD120VZ/WZ

RB105 － DBH
（富士電機）

AC250V　5A
（抵抗負荷） 密閉型ソケット付

　リレーの性能（負荷、寿命等）については、リレーメーカの説明書や仕様書をご参照ください。

○リレー接点の寿命を延ばす
電磁開閉器などの誘導負荷を入り切りした時に生じる突入電流や逆起電圧は、定格の数十倍にもなります。この突
入電流や逆起電圧を抑制すると、接点寿命を延ばし、ノイズの軽減にもなります。電磁開閉器コイルと並列にサー
ジ吸収素子を接続してください。また、突入電流については、間接リレーを入れる等の対策を実施してください。

○電磁開閉器の逆起電圧によるリレー接点の故障
電磁開閉器メーカ推奨のサージ吸収素子を必ず取付けてください。　保護対策が施されずに使用された場合、受信
機側リレー接点が溶着により、制御不能となる可能性があり危険です。

○受信機出力リレーの寿命
寿命を超えての使用または過負荷での使用は、接点の劣化により制御不能となる可能性があり危険です。負荷容量
と使用頻度で寿命が決まります。規格内でもサージ未対策では、寿命が極端に短くなる場合があります。余裕のあ
る組み合わせで制御してください。安全性に大きく影響するため定期的な点検・交換を行ってください。

○間接リレーの使用
受信機出力リレー接点の規格を超える負荷を接続する場合や、インチングなど使用頻度の高い場合には間接リレー
を入れ使用してください。そのまま使用すると接点の劣化により制御不能となる可能性があり危険です。（P.7「4.ノ
イズについて」を参照）

酸  

アルカリ 
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2. 受信機の取付け
以下に取付け寸法と注意事項を示します。受信機の取付け穴を利用し、詳細は P.31「① GRB100VZ/GRB100WZ/
GRB120VZ/GRB120WZの取付け方法」またはP.32「②GRD100VZ/GRD100WZ/GRD120VZ/GRD120WZ
の取付け方法」を参照してください。

受信機型名 GRB100VZ/WZ
GRB120VZ/WZ

GRD100VZ/WZ
GRD120VZ/WZ

外形寸法 W × H（mm）
　（外観図参照） 205 × 130 247 × 177

取付寸法 W × H（mm）
　( 外観図参照 ) 195 × 80 190 × 100 220 × 150

取付け穴 4-M5 ボルト用 4-M8 ボルト用

重　量 約 0.7kg 約 1.7kg

注意事項
1：受信機取付け方向は、ケーブル接続穴が下になる様おすすめします ｡
2：受信機ケースは防水接栓（別売）を使用することにより防水性が向上します ｡ 施工時は、その性能が損なわれない

ように熟知した方が取付けてください ｡ アンテナ接栓（BNC 型）は、アンテナ接続後、自己融着テープなどでシー
リング（P.36 参照）してください ｡

3：アンテナの周囲に障害物がある場合は、別付アンテナ（別売）をご利用ください。
詳細は、P.32「3. アンテナの取付け」をご参照ください。

① GRB100VZ/GRB100WZ/GRB120VZ/GRB120WZ の取付け方法
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

70mm以上

ボルト 

平ワッシャー 

受信機 

取付け板等 

スプリングワッシャー

ナット 

側面 

タップ穴を利用した場合 取付け穴を利用した場合 

アンテナ接詮 

M5ボルト 

取付け穴４箇所（M5タップ）

取付け穴４箇所 

アンテナ接詮 

取付けは、アンテナ接線側にアンテナ基台着脱のために
70mm 以上のスペースを確保して取付けてください。そ
のスペースが取れない場合は、BNC-LA 型アダプタ（別売）
を使用してください。その場合でも約 50mm のスペース
を必要とします。（P.32「3. アンテナの取付け」を参照）
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② GRD100VZ/GRD100WZ/GRD120VZ/GRD120WZ の取付け方法

 
 

 
 
 
 
 
  
  

  
 
 
  

  
 
 
 

ボルト 

平ワッシャー 

スプリングワッシャー 

受信機 

取付け板 等 

ナット 

 

側面 

アンテナの周囲には充分な空間
を確保してください。 

取付け穴４箇所 

フタ止め４箇所 

3. アンテナの取付け
アンテナの設置で通信範囲が決まります。以下の項目に注意し設置します。通信範囲が作業範囲を超える場合は、アン
テナの位置や角度を変えてください。

●アンテナを確認
　GRB100VZ/GRB100WZ/GRB120VZ/GRB120WZ

品　　名 アンテナ型名 備　　考

アンテナ
AWS-1200-M

＋アンテナ基台　A-MRBP-80
アンテナエレメント、M 型接栓

別付アンテナ（別売） AWS-1200-6BP 4m ケーブル付、BNC 接栓

※形状は、アンテナ外観図を参照

　GRD100VZ/GRD100WZ/GRD120VZ/GRD120WZ

品　　名 アンテナ型名 備　　考

アンテナ AWS-1200-BP アンテナエレメント、BNC 接栓

別付アンテナ（別売） AWS-1200-6BP 4m ケーブル付、BNC 接栓

※形状は、アンテナ外観図を参照
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警告

注意

●外れないように
アンテナは、外れないようにしっかりと固定します。BNC 型アンテナは、コネクタに挿入し時
計回りに回転させるとロックします。振動などで外れて落下すると危険です。また、性能も損
なわれます。ビニールテープ等（絶縁のもの）を巻いて、補強してください。

●設置場所
クレーンの移動で衝突しない場所に設置してください。アンテナは、金属製ですのでトロリー線
などに接触させないでください。

○アンテナの周囲
充分な空間を確保してください。金属や壁が近くにあると、性
能が低下します。
またアンテナを無理に曲げたり折ったりしないでください。

○ノイズ源から離す
トロリー線や電磁開閉器などのノイズ源から離して設置してく
ださい。

○見えるところに
アンテナは、必ず運転者から見通せる場所に取付けてください。
アンテナが、障害物の影に入ると不安定な動作になり危険です。

ノイズ源 

 ア
ン
テ
ナ
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●設置方法

○アンテナ基台（A-MRBP-80）の取付け
受信機を取付ける制御盤等に、アンテナ基台取付け用の穴を、予め
φ 17mm で開けておいてください。
このとき、アンテナケーブルの長さが 800mm なので受信機との
位置関係、距離に注意してください。

アンテナ基台（A-MRBP-80）

取付け穴 φ 17mm

ケーブル長さ 800mm

アンテナ基台の M 型接栓側を
制御盤等外筐のアンテナ基台取付け穴に
菊ワッシャーを忘れずに入れてから
アンテナ取付けナットでしっかり固定してください。

アンテナ基台の BNC 型接栓側を
受信機のアンテナコネクタに挿入し、
右に回転させロックしてください。

○ AWS-1200-M の取付け
アンテナを制御盤等に取付けた接栓に挿入し
右に回してしっかりと締め付けてください。
アンテナの M 型接栓とアンテナケーブルの接栓の隙間に水が入ら
ないように自己融着テープでシーリングしてください。

（P.36「シーリングについて」を参照 )

① GRB100VZ/GRB100WZ/GRB120VZ/GRB120WZ

 
 
 
 

 

 

 

800ｍｍ 

制御盤等 
 

取付け穴 
φ17ｍｍ 

制御盤等 
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●設置方法

○ AWS-1200-6BP の取付け
クレーン本体の取付け箇所を
アンテナベースのガーター金具で挟み
六角ボルトで固定します。
クレーン本体の取付け箇所が塗装などで絶縁されている場合、アンテナ
ベースとの接触面の塗装を剥がして固定します。
この種のアンテナは、アンテナベースを金属面に電気的に接続すること
で、アンテナの性能が維持されます。

取付け場所が厚い場合、ガータ金具を取り外し、六角ボルトで直接締付
けてください。

アンテナケーブルは無理に曲げないでください。ゆるいアールを付けて配線し、余ったケー
ブルは、大きめな輪にして固定してください。アンテナケーブルは、他の電線と束ねないで
ください。

 
 
 
 

受信機

制御盤 
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シーリングについて
防滴のために、隙間を埋める作業のことです。本書では自己融着テープを使ってシーリングする事をお
すすめします。シーリングは、周囲の環境に耐えられる絶縁性のあるものであればシリコンなどでも結
構です。但し、浸透性の高い物は、接触不良の原因になりますので使用しないでください。

 

アンテナケーブルは無理に曲げないでください。ゆるいアールを付けて配線し、余ったケー
ブルは、大きめな輪にして固定してください。アンテナケーブルは、他の電線と束ねないで
ください。

② GRD100VZ/GRD100WZ/GRD120VZ/GRD120WZ

○ AWS-1200-BP の取付け
形状は外観図をご参照ください。
アンテナは、受信機ケースに直付けします。

受信機に向かって左下に、BNC 型のアンテナコネクタがあります。ア
ンテナをコネクタに挿入し、右に回転させロックしてください 。
その後、自己融着テープでシーリングしてください。

（P.36「シーリングについて」を参照）

○ AWS-1200-6BP の取付け
クレーン本体の取付け箇所を
アンテナベースのガーター金具で挟み
六角ボルトで固定します。
クレーン本体の取付け箇所が塗装などで絶縁されている場合、アンテナ
ベースとの接触面の塗装を剥がして固定します。
この種のアンテナは、アンテナベースを金属面に電気的に接続すること
で、アンテナの性能が維持されます。

取付け場所が厚い場合、ガータ金具を取り外し、六角ボルトで直接締付
けてください。
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4. 配　線
●配線前のお願い

次項より受信機配線の注意事項を標準仕様で説明します。図面集の送信機外観図、出力端子図を参照してください。
また、P.11「2. 操作方法」を読み、使い方を理解して配線してください。

配線作業は、必ず無給電状態で行ってください。感電の危険があります。また、配線は間違わな
いよう慎重に作業してください。配線上のミスは重大な事故になり、危険です。

配線などで受信機の蓋を外した場合は、作業終了後に必ず閉めてください。異物等が浸入し、出
力端子や基板上で異物によるショートなどが発生し、思わぬ事故となる可能性があり危険です。
また、配線後は、異物がないか確認してから蓋を閉めてください。

電気工事の免許が必要です。法律で罰せられるだけでなく、安全上問題があります。

配線時、内部の電子部品など配線に関係のない部品に触らないように注意してください。故障の
原因になります。
受信機の蓋をあける際、蓋を手で押え、止めねじを外してください。蓋が落下し危険です。

●電源仕様の確認
受信機の電源仕様に合致していることを確認してください。間違った仕様で接続すると危険です。

●電源の配線
可能な限りアンテナから離してください。電源線からアンテナにノイズが入る場合があり、受信
性能を低下させます。

●負荷容量の確認

危険

危険

警告

注意

注意

危険

危険

●配線する方へ

リレー接点の規格内か確認してください。制御不能となる可能性があり危険です。

●間接リレーの使用
受信機出力リレー接点の規格を超える負荷を接続する場合や、インチングなど使用頻度の高い場
合には間接リレーを入れて使用してください。そのまま使用すると接点の劣化により制御不能と
なる可能性があり危険です。

●リレーの寿命
寿命を超えての使用または過負荷での使用は、接点の劣化により制御不能となる可能性があり危
険です。負荷容量と使用頻度で寿命が決まります。規格内でもサージ未対策では、寿命が極端に
短くなる場合があります。余裕のある組み合わせで制御してください。安全性に大きく影響する
ため定期的な点検・交換を行ってください。

危険

危険
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●圧着端子の使用
出力端子の配線は、O 型の絶縁被覆付圧着端子を使用してください。裸線の直付け、Y 型の圧
着端子や裸圧着端子の使用は避けてください。隣の圧着端子と接触し、誤動作や故障の原因にな
り、危険です。

受信機の出力端子に合った推奨端子を紹介します。参考にしてください。

使用ビス／端子幅 推奨端子（メーカ） 備　　考

M3 ／ 6mm V1.25-MS3
（日本圧着端子）

締付けトルク
0.49N・m ～ 0.58N・m

●使用電線について
配線に使用する電線は、負荷容量にあわせて選定してください。電線にあわせて圧着端子も選定してください。

安全のために無線システムは、接地してください。

○通常の場合
クレーン本体の制御盤接地端子に、受信機のフレームグランドを接続すると接地されます。
クレーンの機体が接地になる場合でも、受信機ケースの塗装などで絶縁されてしまいます。
フレームグランドと機体の一部を接続し、無線システムの接地をしてください。

○無線システムの絶縁
ノイズ等の影響で、無線システムをクレーンから絶縁するには、受信機を防振ゴムなどで絶
縁して取付けてください。また、アンテナを非接地型に変更する必要があります。
絶縁の検討または必要がある場合は、販売店または弊社までご相談ください。

●ＤＣ電源の場合

バッテリ交換の際、必ず無線システムの電源を切って作業をするよう
にしてください。
エンジン等のバッテリを電源とする場合、ノイズや始動時の電圧低下
に注意してください。

注意

●無線システムの接地

●受信機の電源系統
受信機の電源は、クレーン本体の主電源を制御している電磁開閉器より給電元側から取ってください。無線システム
の電入出力でクレーン本体の主電源の電磁開閉器を制御し、送信機からの電切信号で、電入リレーを開放し機体を停
止させるようにしてください。

 

 主電源回路（保安回路）  

＋ － 

受信機 

配線 バッテリ 
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●無線操作とペンダントスイッチ操作の“同時通電の禁止”
有線ペンダントスイッチが設置されているクレーンに無線システムを設置する場合“有線操作”
と“無線操作”の切替え回路を入れてください。
無線操作時に誤ってペンダントのスイッチが押されるとクレーンが動き、重大な事故が発生する
可能性があり危険です。

●照明の配線について
照明を制御する配線は、クレーン本体の主電源を制御している電磁開閉器より給電元側から取っ
てください。
※標準仕様では、照明は受信機側で制御されているので通信瞬断の間も接点が開放する事があり

ません。送信機の「照明」スイッチで解除、または受信機の電源スイッチを OFF にするまで
解除されません。

危険

①受信機出力端子構成
　受信機出力端子構成（基板構成）を以下に示します。
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②送信機スイッチ構成
　送信機スイッチ構成を以下に示します。

GTH100VZ   　GTH100WZ　　  　　　GTH120VZ 　　　　GTH120WZ 

予備3

予備3

予備1 予備2 予備1 予備2

※スイッチの予備 1、2、3 は、出力端子図に対応しています。実際の操作名称に読替えてください。操作
スイッチと出力端子の対応は、P.41、P.42 をご参照ください。
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③操作スイッチと出力端子（GRB100VZ/GRB100WZ/GRD100VZ/GRD100WZ）
送信機（GTH100VZ/WZ）のスイッチと受信機リレーの関係を以下に示します。尚、送信機の各操作スイッチ
とリレー、出力端子の関係については、受信機の蓋に出力対応確認図を表示しています。制御盤の設計や配線の参
考にしてください。

操作スイッチ
動作リレー 端子番号 動作について

GTH100VZ GTH100WZ

電入／警報
RY1 1－4 電入スイッチとして機能し、電切スイッチ操作まで

送信機側で保持。クレーン主電源の制御などに利用。

RY3 3－4 電入り後、警報スイッチとして機能、押下時のみ動作。

電切
電切リレー
（別売）
（RY2）

2－4
操作時、電切信号受信の間、電切リレーが動作する
と同時に他の全操作が切れる。クレーン側主電源保
持の解除等に利用。　

高速
（予備 3） RY6 7－8 送信機側で ON ／ OFF 動作。

（非設定可）

照明 RY4 4－5
受信機側で ON ／ OFF 動作。（非設定可）
※送信機側で ON ／ OFF を制御することも可能。（工
場オプション）

動作中リレー
（別売）
（RY5）

4－6

操作スイッチ（電入／警報・電切・高速（予備 3）・
照明を除く）を押下時に動作。回転灯等で利用。
※高速（予備 3）・照明スイッチは、動作中リレー連
動設定も可能。（工場オプション）

上 RY10 12－13
押下中のみ動作。

下 RY12 14－16

（上下高速） RY11 14－15 上下の 2 段目が入ると動作。

東 RY13 17－20
押下中のみ動作。

西 RY15 19－20

（東西高速） RY14 18－20 東西の 2 段目が入ると動作。

南 RY16 21－24
押下中のみ動作。

北 RY18 23－24

（南北高速） RY17 22－24 南北の 2 段目が入ると動作。

注意事項
1：RY1 ～ 4、6 は、通常の操作リレー出力と異なり、通信瞬断時に瞬停しないよう設計されています（マージ

ン約 0.5 秒）。従って、応答速度が問題になる操作の制御には利用しないでください。
　通常のクレーン操作項目は、RY10 ～ 18 をご利用ください。
2：停電など受信機が動作しない状況では、電切リレー ( 別売 ) は動作しないことにご注意ください。
3：RY4（照明）リレーについては、P.39「4. 配線●照明の配線について」をご参照ください。
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④操作スイッチと出力端子（GRB120VZ/GRB120WZ/GRD120VZ/GRD120WZ）
送信機（GTH120VZ/WZ）のスイッチと受信機リレーの関係を以下に示します。尚、送信機の各操作スイッチ
とリレー、出力端子の関係については、受信機の蓋に出力対応確認図を表示しています。制御盤の設計や配線の参
考にしてください。

操作スイッチ
動作リレー 端子番号 動作について

GTH120VZ GTH120WZ

電入／警報
RY1 1－4 電入スイッチとして機能し、電切スイッチ操作まで

送信機側で保持。クレーン主電源の制御などに利用。

RY3 3－4 電入り後、警報スイッチとして機能、押下時のみ動作。

電切
電切リレー
（別売）
（RY2）

2－4
操作時、電切信号受信の間、電切リレーが動作する
と同時に他の全操作が切れる。クレーン側主電源保
持の解除等に利用。　

高速
（予備 3） RY6 7－8 送信機側で ON ／ OFF 動作。

（非設定可）

照明 RY4 4－5
受信機側で ON ／ OFF 動作。（非設定可）
※送信機側で ON ／ OFF を制御することも可能。（工
場オプション）

動作中リレー
（別売）
（RY5）

4－6

操作スイッチ（電入／警報・電切・高速（予備 3）・
照明を除く）を押下時に動作。回転灯等で利用。
※高速（予備 3）・照明スイッチは、動作中リレー連
動設定も可能。（工場オプション）

予備 1 RY7 8－9
押下中のみ動作。

予備 2 RY9 8－11

（予備高速） RY8 8－10 予備 1・2 の 2 段目が入ると動作。

上 RY10 12－13
押下中のみ動作。

下 RY12 14－16

（上下高速） RY11 14－15 上下の 2 段目が入ると動作。

東 RY13 17－20
押下中のみ動作。

西 RY15 19－20

（東西高速） RY14 18－20 東西の 2 段目が入ると動作。

南 RY16 21－24
押下中のみ動作。

北 RY18 23－24

（南北高速） RY17 22－24 南北の 2 段目が入ると動作。

注意事項
1：RY1 ～ 4、6 は、通常の操作リレー出力と異なり、通信瞬断時に瞬停しないよう設計されています（マージ

ン約 0.5 秒）。従って、応答速度が問題になる操作の制御には利用しないでください。
　通常のクレーン操作項目は、RY7 ～ 18 をご利用ください。
2：停電など受信機が動作しない状況では、電切リレー ( 別売 ) は動作しないことにご注意ください。
3：RY4（照明）リレーについては、P.39「4. 配線●照明の配線について」をご参照ください。
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⑤配線方法

○ショートバーの取付け方
添付のショートバーを使用するとコモンラインの配線が容易になります。詳しくは出力端子図または、受信機蓋に
添付されている出力端子図を参照してください。図に示すように、方向に注意し、端子番号を確認し、正しく取り
付けてください。

共通コモンになる端子番号に合わせて、切断の必要があればショートバーを切断してください。

○電源の配線
電源の仕様を確認してください。無給電状態
であることを確認して、作業をしてください。
電源スイッチが OFF になっていることを確 
認してください。電源用の穴を通して、電源
線を 25，27 番の端子に接続してください。
なお、DC 仕様の場合、電源の＋側を 27 番、
－側を 25 番端子に接続してください。26
番は、フレームグランド（F.G.）です。

制御用の配線と電源線は、可能な限り分離して配線してください。束ねると相互に影響する可能性があります。

 

端子番号 2   4   6   8 10  12  14  16  18  20  22  24 ・・・・ 

端子番号 １   ３   ５   ７   ９  11  13  15  17  19  21  ・・・・ 

ショートバー 

端子台 

○制御線の配線 
接続する端子番号を確認し、適切な長さで電線を切断してください。その際、電線は基板の上を引き回さないでく
ださい。 電線が長過ぎたり、電線を基板上に引き回したりすると受信機の内部にノイズをまきちらすことになり
ます。電線に圧着端子を確実に圧着し、間違いのないよう注意して受信機の端子台に接続してください。

○電源の配線 

  

    
 
 
 
 

 

制御用の配線          分離   電源の配線 
 

－－ 

 

＋＋ 

 

制御線や電源の配線は、可能な限りアンテナから離して配線してください。アンテナにノイズが
侵入する場合があり、受信性能を低下させます。

サージ対策は必ず実施してください。サージは、リレー接点の劣化を促進するだけでなく、溶着
の原因となり危険です。危険

注意
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⑥その他
○電切リレー / 動作中リレー（別売）の利用

電切リレーは、送信機の電切スイッチを操作した時に動作します。電入で保持させた回路の解除（リセット）など
に利用します。但し、停電など受信機が動作しない状況では電切リレーは動作しないことにご注意ください。（リレー
は RY2）
動作中リレーは、操作スイッチ（電入／警報・電切・高速または予備 3・照明を除く）を操作した時に動作します。
警告灯などの安全確認に利用してください。（リレーは RY5）

〈使用例〉	
　1) 電入、電切の信号を稼働表示灯に使う

　2) 動作中の信号を動作表示灯に使う

○操作名称変更
送信機の操作スイッチ両脇の凹部分にお客様がラベルプリンタ（テプラ等）で作成したシールを操作名称として貼
り付けるスペースを設けてあります。必要に応じご利用ください。
ケースの凹部分の汚れ脂分等を、乾いた布または中性洗剤で薄めた水に染み込ませ、固く絞った布でふき取った後、
貼り付けてください。
送信機の操作スイッチの表示は、目的や仕様に合わせて変更可能です。変更につきましては、工場オプションにな
ります。販売店または弊社までお問い合わせください。

クレーン稼働中の表示灯
セット

表示保持回路
リセット

受
信
機

電入

電切

クレーン動作中

受
信
機

動作中

回転灯など

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電切リレー（ＲＹ２） 動作中リレー（ＲＹ５） 
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5. 初めての動作
●設置後は必ず

試運転前に動作させると、重大な事故になる場合があり危険です。
設置工事後は、必ず手順に従い動作確認 / 試運転を実施してください。

●無線システムの動作確認
設置または修理後は、無線システムのみの動作確認から始めてください。また、保守・点検でも実施します。以下に
その手順を示します。
※予備送信機をご使用の場合は、予備送信機の動作確認も行ってください。

1. 送信機の準備
送信機と電池のコネクタを接続して、充電しておいてください。
電池の装着と送信機の充電は、P.18「2. 操作方法　2-1. 電池を接続し充電する」を参照してください。

2. 配線と電源の確認
受信機の配線を確認します。

3. 電源を入れる前に点検スイッチが「点検」側にあることを確認
クレーンと送信機の電源が切れていることを確認します。
P.16「2. 操作方法　1-2. 受信機の表示ランプとスイッチ」を参照してください。
受信機の電源スイッチが OFF になっていることを確認します。また点検スイッチが「点検」側になっていること
を確認し、「動作（定位）」であれば「点検」側に倒します。

危険

受信基板
 

 

ＰＯＷランプ 
ＲＳＳＩランプ 

ＡＤＤランプ 

ＣＨＫランプ 点検スイッチ

電源スイッチ
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4. 電源投入
受信機に電源を供給し、電源スイッチを ON にします。電源表示ランプが点灯します。RSSI ランプ、ADD ランプ、
CHK ランプが一瞬点灯し、正常ならば RSSI ランプ、ADD ランプ、CHK ランプは消灯し、少し遅れて CHK ラ
ンプが点灯します。
電源表示ランプが点灯しない場合、電源が供給されているか、配線に間違いがないかを確認してください。異常の
場合、P.52「5. 故障と対策」を参照してください。

5. 送信機電入
受信機の動作ランプが全部消えていることを確認してください。RSSI ランプが消灯していることを確認し、受信
機から 1m 以上離して送信機の電入スイッチを 2 秒以上押してください。受信機の RSSI ランプが点灯し、CHK
ランプが消灯します。

6. 動作の確認
動作確認は、受信機の動作ランプで行います。送信機の操作スイッチを押すと、それに対応して受信機の動作ラン
プが点灯します。点検スイッチが「点検」側なので、リレーは動作しません。操作と動作ランプが一致しているか
確認します。P.41 ～ 42「4. 配線　③～④」を参照してください。

7. 送信機電切
送信機の電源を切り、動作確認の完了です。全ての動作ランプの消灯を確認します。

8. 点検スイッチを戻す
点検スイッチを「動作（定位）」側にします。受信機の蓋を確実に閉めてください。

　続いて、試運転を実施してください。

受信機近傍（約 1m 以内）で送信機の電源を入れないでください。また、電源の入った送信機
を他の送信機に近付けないでください（約 30cm 以内）。受信機近傍で送信機の電源を入れると、
稀に不安定動作となる場合があります。

注意



3　

設
置

47

●試運転
運転を始める前に、クレーンを空荷状態とし、動作範囲の安全を確認してください。安全が確認
されるまでは、動作させないでください。確認前に動作させると、重大な事故になり危険です。

試運転は、P.11「2. 操作方法」をよく読み、理解した上で行ってください。操作方法を誤ると
危険です。

運転中に異常が認められたら、直ちに運転を中止し、電源を切ります。そのまま運転を続けると
危険です。

〇試運転の手順
1. クレーンおよび受信機の主電源を ON にします。
2. 送信機の電入／警報スイッチを 2 秒以上押して、送信機の電源を入れてください。
3. 空荷状態で「上」のスイッチを押してください。クレーンが上方向に動作することを確認してください。
　 確認後、全てのスイッチについても同様に確認してください。異常がある場合は、直ちに使用を中止してください。
4. 送信機を持ち、作業範囲内を移動して、動作を確認してください。
5. 送信機の電切スイッチを押して送信機の電源を切ってください ｡
6. クレーンおよび受信機の主電源を OFF にしてください ｡

以上で、設置作業は完了です。

受信機の電源について
受信機の電源は、配電設備で切ってください ｡ 受信機本体の電源スイッチは、入れたままで構いません ｡
受信機は確実に蓋を閉めて使用してください。

危険

警告

危険

 

 
 
 
 
 
 

 

周囲の安全を確認。 

作業範囲を移動して、 

クレーンの動作を確認。

 
送信機

作業範囲

配電盤・クレーンの主電源

受信機

アンテナ
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4．保守・点検

1. 始業点検
始業点検を必ず以下の手順で実施します。

1. 送信機を充電したのはいつですか？確認してください。
2. 最近の動作で、異常を感じたことがありますか？確認してください。
3. クレーン本体の点検や保守は万全ですか？確認してください。
4. 送信機のケースが破損していないか、操作部に異常がないか確認してください。
　 破損している場合、直ちに修理してください。
5. クレーンの周囲の安全を確認してください。
6. 負荷の無い状態（空荷）を確認してください。
7. 受信機とクレーンの電源を入れて、異常が無ければ送信機の電源を入れます。
8. 空荷状態で「上」のスイッチを押してください。クレーンが上方向に動作する

ことを確認してください。その他のスイッチについても同様に確認してくださ
い。異常がある場合は、直ちに使用を中止してください。

9. すべての操作を確認できたら、点検完了です。作業を開始してください。

2. 送信機の点検
送信機の点検を行う時は、クレーン及び受信機の電源を切ってください。
クレーンが突然動作し、危険です。

通常の動作以外に、送信機が正常に動作しているか以下の方法で確認できます。
手順に従い点検を実施してください。

1. 受信機とクレーンの電源を切ってください。（確認してください。）
2. 電入 / 警報スイッチを 2 秒以上押し、POW ランプの点滅を確認します。
3. 電切スイッチを押し、POW ランプが 2 秒程点灯して消灯する事を確認します。
4. 操作スイッチを押しながら、電入 / 警報スイッチを押してください。異常検出機能が働き TRB ランプが点灯し

電源が入りません。
5. 再び電源を入れ、無操作のままにしておきます。タイムアップ機能により約 10 分で電源が切れます。

また、送信機の保守にはいくつかの注意点があります。

・送信機の清掃は、柔らかい布やブラシで行ってください。
・清掃には、シンナーなどの使用は避けてください。中性洗剤を薄めたものを布に染み

込ませ固く絞り、汚れを軽くふき取るようにしてください。
・スイッチの溝のごみを取る時に、鋭利なピンなどを使わないでください。
・充電端子に油や絶縁物の付着がないように、きれいにしてください。
・送信機ケースに破損、ひび割れ等が無いか確認してください。

送信機の破損、ひび割れ等がある場合は使用しないでください。応急
処置としてテープなどで補強して、使用しないでください。内部に水
や異物が浸入して異常動作や故障の原因になり危険です。

危険

警告

送信機のケースが破損
していると故障の原因
になるだけでなく異物
混入の可能性があり危
険です。
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3. 受信機の点検

ビニールカバー
ビニールカバーをつけ、丁寧に扱うと、送信機の故障率が減少する傾向にあります。ビニールカバーは、
送信機を保護する消耗部品です。ビニールカバーをつけてご使用ください。

プロテクタ
送信機の故障は、大半が落下によるケース破損が原因です。G シリーズの送信機は、プロテクタが標
準装備されています。プロテクタを装着する事により衝撃を軽減する役割があります。プロテクタは外
さないでください。

・長期間送信機を使用しない場合、本体から電池を外して保存してください。
　電池は－ 20 ～ 35℃の範囲でショートしないよう保存してください。
・電池は、半年以上の長期間保存した場合、自己放電により容量が低下しますので、最低半年に

1 回、充電を行ってください。

警告

危険
受信機の点検を行う時は、クレーン及び送信機の電源を切ってください。クレーンが突然動作し、
危険です。

高所作業の場合、墜落の危険があります。安全を確保してください。
危険

受信機は、定期的に点検してください。クレーンの点検と合わせて実施することをおすすめします。また、使用頻度
や負荷によりリレーの交換時期を決めて、定期的にリレーの交換（保守）を実施してください。設置状態と動作状況
を熟知した 2 名以上で、以下の手順で点検してください。

 1. 	 クレーンの主電源を切り、受信機の電源も切れている事を確認し、クレーン及び周囲の安全を確保します。
 2. 	 受信機の設置状態を確認します。( ボルトの緩み等 )
 3. 	 受信機の蓋を落下しないように注意して開けます。
 4. 	 配線のネジの緩みや配線部分の短絡、水や異物の浸入がないか確認します。
 5. 	 受信機の点検スイッチを「点検」側にしてください。リレーの交換が必要な場合は交換してください。
 6. 	 クレーンの主電源を ON にし、受信機の電源表示ランプの点灯を確認します。
 7. 	 受信機から 1m 以上離れて、送信機の電源を入れます。受信機は、RSSI ランプが点灯し、CHK 及び ADD ラ

ンプが消灯します。
 8. 	 送信機の操作スイッチを押します。操作に対応した動作ランプが点灯します。
 9. 	 送信機を作業範囲内で移動させ、安定して操作可能か確認します。
10. 	送信機の電源を切ります。
11. 	受信機の動作ランプが全て消灯していることを確認してください。
12. 	受信機の点検スイッチを「動作（定位）」側にしてください。
13. 	受信機の電源スイッチが ON であることを確認後、受信機の蓋をし、確実に閉めてください。
14. 	クレーンの電源を入れ、始業前点検の要領で操作を確認してください。

ケース裏側上部にある小さな穴は、機器内部の気圧調整用の穴ですので、テープなどで塞がない
でください。機器内部が結露し、故障する恐れがあります。注意
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4. 消耗品の保守
安全のために下記の消耗・保守品は、定期的に交換してください。
主要部品の交換基準を示します。交換時期の目安にしてください。

品　名 型　名

適用機種

交換基準 備　考
GTH100VZ
GTH100WZ
GTH120VZ
GTH120WZ

GRB100V/WZ
GRB120V/WZ
GRD100V/WZ
GRD120V/WZ

受
信
機

リレー RB105-DBH ○ 負荷により
変わります

送
　
　
信
　
　
機

操作スイッチ C0236 ○ 150 万回
（3 年）

操作力・使用頻度により変わ
ります。
操作感の変化や使用年数を目
安に交換してください。

インナー C0236
C0243 ○ 150 万回

（3 年）

操作力・使用頻度により変わ
ります。
操作感の変化や使用年数を目
安に交換して下さい。

操作部パッキン FPA-06 ○ 2 年
使用頻度・環境により変わり
ます。傷・汚れを確認し、交
換してください。

ニッケル水素
電池 BA0.7C-3.6F ○ 500 回

（1.5 年）
充電回数や環境により変わり
ます。使用年数を目安に交換
してください。

電池室パッキン FPA-07 ○ 2 年
電池の着脱回数により変わり
ます。
傷や弾力を確認し、交換して
ください。

電池
クッション FSP-01 ○ 3 年

電池の着脱回数により変わり
ます。
傷や弾力を確認し、交換して
ください。

ビニールカバー FBK-11 ○ 1 年
使用頻度・環境により変わり
ます。傷・汚れを確認し、交
換してください。

レザーケース FRK-03 ○

1 年
使用頻度・環境により変わり
ます。傷・汚れを確認し、交
換して下さい。

レザーケース
（緊急停止スイッチ

装着時用）
FRK-05 ○

ストラップ FST-06A ○ 1 年
使用頻度・環境により変わり
ます。傷・汚れを確認し、交
換してください。

プロテクタ FPR-03

○ 1 年
使用頻度・環境により変わり
ます。傷・汚れを確認し、交
換してください。プロテクタ

（緊急停止スイッチ
装着時用）

FPR-04

※リレー・スイッチの寿命は、条件により変わります。安全に大きく影響するため、定期的な点検・交換を行ってください。
※上記交換基準は、使用環境や保守状態で変わります。早めの交換をお願いします。
※交換基準は、年間 1800 時間稼動を基にしています。24 時間／日稼動の場合、交換基準は、短くなります。
※型名にアンダーラインの入っている部品は、消耗品ですが、お客様で交換作業ができません。誠にお手数ですが、

弊社にて交換となります。

スイッチ及びリレーは、故障すると動作が止まらない場合が想定されます。危険ですので、必ず
交換基準を目安に余裕をもって交換してください。危険
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5. 定期保守点検のすすめ
無線システムを良好な状態に保ち「安全な稼動維持」のために、定期保守点検をおすすめします。

スイッチ・リレー等は稼働時間が進むに連れて目に見えない磨耗・疲労が進み、
予防保全をしないままご使用続けると、能力・性能が低下し故障につながります。

異常を早期に発見し整備することで、
故障による事故や災害を未然に防ぐことが可能となり、
作業員の安全確保と稼働率の維持が図れます。

	 　　　定期保守点検有　　　	 　　　定期保守点検無し　　　
	 ●安全運転・稼働率の維持	 ●突発的なトラブルによるライン停止
	 ●計画的なメンテナンスによる修理費の軽減	 ●故障時の多額な修理費
	 　※オンコール対応に比べ、
	 　　纏めて点検するのでお得です。

保守点検内容

	 ◆送信機点検	 ◆受信機点検
	 　●外観検査	 　●外観検査
	 　●内部機構検査	 　●内部機構検査　　
	 　●電気的性能検査	 　●電気的性能検査
	 　●消耗保守品の検査	 　●アンテナ検査
	 　（操作スイッチ、ビニールカバー	 　●消耗保守品の検査（リレー）
	 　ストラップ、電池等）

弊社サービスマンによる高信頼・低価格の定期保守点検をご提供致します。

「定期保守点検」を是非ご利用願います。

クレーンの点検時に併せて無線システムの定期保守する事をおすすめします。
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5．故障と対策

故障かな？と思ったら、お問い合わせいただく前に、以下の対策フローチャートに沿って各項目をお確かめください。故
障の状態を詳しく記録し連絡いただくと、後々の修理に大変役立ちます。また、クレーン本体の点検も忘れずに実施して
ください。
お問い合わせに際し、故障の状態と製造番号を連絡してください。修理対応がスムーズになります。

対策フローチャート

問題が解決するまで無線システムの使用を中止してください。
クレーンが思わぬ動きをし、大変危険です。危険

複数の症状に当てはまる場合は、それぞれのフローチャートを確認してください。

（想定外の故障や情報が不正確な場合、対策につながらない場合があります。）　　　　　　　　　

1. 使用を中止
そのとき送信機は？

電源が切れていた。 予備送信機の管理状態を確認。

無線システムは、同じアドレスの予備送信機以外の電波で動くことはありません。

置いておいた。 電源を入れて置いていなかったか確認。

置いた場所の凹凸や置き方で、意図しないスイッチが入る可能性があります。

操作中だった。 初めての運転の場合は、配線を確認。

操作上のうっかりミスが無かったか？。

TRB ランプの点灯。 送信機の TRB ランプが点灯した事はありませんか？

TRB ランプが点灯した事がある場合。送信機の故障です。修理に出してください。

破損している。 送信機のケースに割れや穴が開いていませんか？

水や異物が入り故障してスイッチが入る可能性があります。修理に出してください。

クレーンおよび受信機の点検を実施し、配線や端子台で短絡の可能性が無いか確認してください。また、
有線ペンダントの状態も確認してください。

クレーンの有線ペンダントの配線は、無線の配線と分離されていますか？有線ペンダントのスイッチ故
障やケーブルが短絡した場合、回り込み回路が形成され動作する可能性があります。

解決しない場合は、２. サージと振動へ

1. 使用を中止

2. サージと振動

3. 送信機の点検

4. 受信機の点検

5. 信号のエラー

6. 充電トラブル

7. 環境の影響

どのような症状ですか？

操作していないのに勝手に動いた。操作と異なる動きをした。

操作をやめても止まらない。

操作しても動かない。

動くが時々止まる。使えないときがある。

外観上、明らかに壊れている。

すぐに使えなくなる。（使用時間が短い）（充電できない）

8. 新たな現象どの内容も当てはまらない。
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2. サージと振動 問題が解決するまで無線システムの使用を中止してくださ
い。クレーンが動き続けて止まらなくなり、大変危険です。危険操作を止めた時？

動き続けた。 無線システムとクレーンの点検を実施。

クレーンの電磁開閉器の溶着や配線の短絡が原因の場合もあります。

動いたり止まったりを繰り返した。 特定の操作や吊荷（加重）の時に発生する。または、その傾向にある。

クレーンのブレーキ解除の衝撃で、無線システムの信号にエラーが発生する場合があります。また、吊荷によ
りクレーンの振動モードが変化し、受信機が影響を受け、信号エラーになる場合もあります。信号エラーが続
くと出力を止めます。復旧すると動きだします。信号のエラーで動き続ける事はありません。

少し遅れて自然に止まった。

受信機の取付け状況を確認してください。振動が激しい場合は、受信機の取付け場所を変更するか、防
振対策を施してください。

受信機のリレーの負荷（電磁開閉器）にサージ吸収素子が付いている
か確認してください。

サージ吸収素子が付いていない場合や使用頻度が多い、または期間が長い場合は、受信機のリレー接点
が劣化している可能性があります。（注：サージが発生しない負荷もあります。）

解決しない場合は、3. 送信機の点検へ

サージ吸収素子を取付ける場合は、同時にリレーも交換してください。
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3. 送信機の点検
送信機の点検を行うときは、クレーン及び受信機の電源を
切ってください。クレーンが突然動き大変危険です。危険送信機の点検

外観の破損の有無 ケースに割れや穴が開いていませんか？

水や異物が入り故障して、スイッチが入る可能性があります。修理に出してください。

送信機の TRB ランプのみが点灯した事はありませんか？

TRB ランプが点灯した事がある場合、送信機の故障です。修理に出してください。

4. 保守 ･ 点検の 2. 送信機の点検を実施し、電入操作時の表示ランプの状態を確認。

TRB ランプ 点灯 スイッチまたは無線回路の故障です。修理に出してください。

消灯 設定データに異常が発生した故障です。修理に出してください。

POW ランプ 点灯 常に点灯する場合は、他の無線局で同一周波数を使用しています。
周波数（チャネル）変更が必要です。

点滅 電池の電圧低下です。充電しても改善しない場合は、電池を交換してください。

点滅

BATT ランプ

消灯

正常です。 解決しない場合は、4. 受信機の点検へ

点滅 BATT ランプ

点灯 他の送信機のメモリ装着か、メモリが正しく装着され
ていないことが考えられます。
送信機に対応するメモリを装着しているか、メモリは
正しく装着されているか確認してください。

消灯 電源が供給されていないか、制御回路の故障です。電池の接続を点検し、充
電して再確認してください。改善しない場合は故障です。修理に出してください。

BATT ランプ
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受信機の点検を行うときは、クレーン及び送信機の電源を
切ってください。また、高所作業の場合、墜落の危険があ
ります。安全を確保し、絶対に無理をしないでください。

危険
外観の確認

アンテナの接続状態を確認 アンテナとケーブルは機体が動いても問題ないように取付けてください。

受信機の点検

受信機のフタを開きます。きちんと閉じていましたか？ 少量でも水や埃が浸入している場合は修理に出してください。

4. 保守 ･ 点検の 3. 受信機の点検を実施してください。（配線や端子の緩み）

受信機の表示ランプを確認。(送信機、予備送信機を手元に確保し、周囲の安全を確認してから実施してください）

受信機の表示灯 受信機の点検スイッチを「点検」側にし、受信機の電源を入れてください。（点検スイッチの機能参照）

電源表示ランプ 消灯 受信機に電源が供給されているか確認してください。
点灯

リレー動作ランプの全消灯を確認し、
送信機の電源を入れてください。

リレー動作ランプが点灯している場合、受信機
の故障です。受信機を修理に出してください。

RSSI ランプ
点灯

消灯／
点滅

送信機の電源が入っている状態で、点灯しない場合、受信できない状態が発生
しています。送信機及び受信機の故障が考えらえます。修理してください。

ADD アドレスランプ
消灯

点灯／
点滅

送信機のアドレスと一致していません。送信機と受信機の組合せを確認してく
ださい。（チャネルスキャンが設定されていると、点灯しない場合もあります。）

CHK チェックランプ
消灯

点灯／
点滅

信号にエラーがあると点灯します。送信機の電源を入れても点灯する場合は、妨害
電波の影響または、無線システムの故障です。無線システムの点検修理が必要です。

予備送信機は、故障の判別に有効で
す。予備送信機があれば、同様の確
認をしてください。

送信機の電源にかかわらず、1秒間に4回の細かい点滅は、受信機の故障です。
CPUの自己診断機能が働いて点滅しています。受信機を修理に出してください。

変化があった場合。その送信機の故障です。修理に出してください。

予備送信機で受信機の表示ランプに
変化がありませんか？

変化が無い場合は受信機を元の状態
に戻してください。

解決しない場合、
5. 信号のエラーへ

4. 受信機の点検
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6. 充電トラブル
電池は？ 古い（1.5 年以上） 使用時間が短くなります。新しい電池と交換してください。

送信機の表示灯 充電器に送信機をセットしてください。

点灯
点灯しない 充電器への給電及び充電端子の汚れを確認。

また、電池が正しく装着されているか確認。

点灯 電池のコネクタが外れていませんか？
コネクタが接続されているか確認。

消灯 2 時間以上経過したときの様子は？

送信機の故障です。修理に出してください。点滅

点滅しない 引き続き 1 時間放置しても点滅しない。

充電完了

送信機の使用時間は？ 1日（約11h）以上

1 日もたない

正常です。たまに使えない場合は、充電不足の可能性があります。
送信機を長期間放置すると、自然放電で使用時間が短くなります。

電池の寿命または、充電不足の可能性があります。
充電端子の接触不良はありませんか？確認してください。
また、低温（0℃以下）や急激な温度変化（寒冷な屋外から室内）
はありませんか。送信機の温度を室温（5℃～ 40℃）に戻して
から充電してください。

解決しない場合、7. 環境の影響へ

TRB ランプ 点滅 消灯 設定データに異常が発生した故障です。修理に出してください。BATT ランプ

消灯

BATT ランプ

BATT ランプ

TRB ランプ

5. 信号のエラー

予備送信機では発生しますか？
信号エラーが多く発生すると、出力を停止します。受信機の表示
灯で確認できます。エラーは故障ではありません。

発生しない／改善する 送信機の出力や周波数関係の故障と推定されます。修理に出して
ください。

発生する（予備送信機なし） 送信機を軽く叩くと直ったり悪くなったりしませんか？変化がある場合は、
接触不良等、送信機の故障の可能性があります。修理に出してください。

どのように発生しますか？

頻繁に発生する。 無線システムを点検に出してください。 解決しない場合

たまに、もしくはある時期や時
間帯に発生する。

妨害電波（他の無線装置と周波数が競合）やノイズが原因の場合がありま
す。発生した時の周囲の状況（他の無線機器や機械等の稼動状態など）を
お知らせください。周波数を確認し、周波数の変更と管理をしてください。

特定の場所で発生する。
アンテナの設置状況を確認し、発生する場所とアンテナとの距離
や周囲の状況をお知らせください。特定の操作で発生する。

特定の機器に妨害されている可能性があり
ます。動作する機器をお知らせください。

因果関係が明確でない場合や解決しない場合

無線システムの故障の可能性と、妨害電波やノイ
ズ環境も疑われます。環境調査をおすすめします。
また、無線システムも点検に出してください。解決しない場合、6. 充電トラブルへ

信号エラーが発生？
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7. 環境の影響
ケース破損など明らかに壊れている場合は、速やかに修理に出してください。環境要因
の影響を受けやすく、重大な事故につながります。

環境要因は？

温度

湿度 主に、結露により腐食や絶縁不良に影響します。

振動・衝撃 単発
連続

信号のエラーが発生します。
共振現象が発生すると部品脱落の故障になります。

多い場合

落下等 ケース破損や部品脱落の故障になります。

ノイズ 信号のエラーが発生します。 ノイズが多く、連続すると

妨害電波 信号のエラーにより、リレー出力を切ります。同じ周波数
異なる周波数 直接の影響はありませんが、状況の調査と管理をしてください。

サージ リレーの接点を劣化させ、溶着につながります。サージ対策をしてください。

強電磁界 電子部品（半導体）に影響するレベルの場合、動作できません。

静電気・放射線 電子部品（半導体）に影響し、故障する場合があります。

火花や放電現象 ノイズを発生します。また、ケース破損の原因になります。

油・切削油・薬品 腐食やクラックが発生し、破損の原因になります。

天候 風雨
潮風

紫外線
雷

ケース破損や施工が悪いと水や埃が入り、故障します。
塩害によって、錆や腐食が発生します。
ケースが変色（退色）する場合があります。
落雷や誘雷で受信機が故障する場合があります。

管理 予備送信機
改造

点検 / 清掃

部外者が操作した場合、誤作動と同じ現象になります。
事故や故障に対して、保証できません。
ケース破損

埃やスラッジ
速やかに修理に出してください。
短絡や絶縁不良の原因になります。

解決しない場合、8. 新たな現象へ

低温

急激な温度変化

高温

0℃以下では、電池に関係する性能に影響します。

主に、製品の寿命と無線の性能に影響します。

急激な温度変化は、充電に影響します。
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8. 新たな現象

対策フローチャートについて
対策フローチャートは、修理の手助けになる情報です。可能な範囲で実施してください。
また、フローチャートの結果と実際の故障原因が一致しない場合もありますので、予めご
了承ください。

原因のわからない、新たな現象の可能性があります。お手数ですが、問題解決の
手がかりになる情報をお知らせください。

不具合の内容

いつ？ いつ発生したのか（いつ頃から）お知らせください。

どこで？ 発生場所や現場の連絡先をお知らせください。

誰が？ ご担当と現認者および販売店等の情報をお知らせください。

何を？ 製品の製造番号をお知らせください。（型名・機種）

クレーンを特定できる情報をお知らせください。

その他、関連設備やシステムの情報をお知らせください。

どうした？　
どのように？

事実と推測に分けて、客観的な現象をお知らせください。

用途や使用頻度及び扱い方などの情報を教えてください。

周囲の状況（天候や現場環境）用途などを教えてください。

なぜ？ 原因や理由が分かれば、教えてください。

なんでも 気付いた事なんでも結構です。教えてください。
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6．仕　様

1. 性　能
①一般仕様

項　　目 G シリーズ（特定小電力）

無 線 周 波 数 ローバンド：1216.0375MHz ～ 1216.5000MHz の内 1 波
ハイバンド：1252.0375MHz ～ 1252.5000MHz の内 1 波

チ ャ ネ ル 数 58 チャネル

変 調 方 式 周波数変調（FM）

伝 送 方 式 サイクリックデジタル伝送、NRZ 等長符号、ワード同期

伝 送 速 度 4800bps

誤 り 検 定 方 式 パリティ判定、反転 2 連送照合、アドレス（ID コード）照合、ビット判定、多重
アドレス判定

応 答 時 間 約 60mS（リレーの動作時間含む）（信号にエラーが無いこと）

周 囲 温 度 －10 ～60℃　（但し、充電中は5 ～40℃　※1）

周 囲 湿 度 RH90％以下（結露しないこと）

※ P.18（2 － 1. 電池を接続し充電する）を参照してください。

②送信機仕様

項　　目
G シリーズ（特定小電力）

GTH100VZ GTH100WZ GTH120VZ GTH120WZ

送 信 出 力 3mW（標準仕様）または 10mW

チ ャ ネ ル ス キ ャ ン 4 チャネル

マ ニ ュ ア ル シ フ ト 4 チャネル

操作スイッチ／操作点数

10 個 /11 操作
（操作の複合スイッ
チが 1 点あり）

10 個 /17 操作
（1 段スイッチ 4 個、
内 複 合 1 点、2 段
スイッチ 6 個）

12 個 /13 操作
（操作の複合スイッ
チが 1 点あり）

12 個 /21 操作
（1 段スイッチ 4 個、
内 複 合 1 点、2 段
スイッチ 8 個）

同 時 操 作 全操作同時可（インターロック仕様による）

ト ラ ブ ル 検 出 あり（電源を入れる時に異常を検出する）

電 源 DC3.6V（ニッケル水素電池パック）

使 用 時 間 送信出力 3mW：連続約 12 時間
送信出力 10mW：連続約 11 時間

充 電 方 式 －⊿ V 方式

充 電 時 間 約 2 時間

重量（電池、プロテクタ含む） 約 390g　緊急停止スイッチ取付け時は約 405g

外形寸法（プロテクタ含む） 約72×214×45（mm）　緊急停止スイッチ取付け時は約72×228×45（mm）

保 護 等 級 IP67 相当　緊急停止スイッチ取付け時は IP65 担当
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③受信機仕様

項　　目 GRB100V/WZ GRB120V/WZ GRD100V/WZ GRD120V/WZ

出 力 リ レ ー RB-105DBH

出 力 接 点 方 式 1a 接点

定 格 通 電 電 流 5A  AC250V（抵抗負荷）

リ レ ー 交 換 可能（ソケット）

電 源
AC100V/200V/220V　± 10％
DC12V/24V　± 10％
いずれか 1 種類

消 費 電 力 15VA 以下

出 力 回 路 出力端子図参照

ノ イ ズ 耐 量 2000V（AC 仕様時）

耐 振 動 性 能 JIS　A8101　詳細は JIS による
（振動 33.3Hz　加速度 68.6m/s2）

耐 衝 撃 性 能 JIS　A8101　詳細は JIS による
（加速度 245m/s2、正弦半波、衝撃時間 15ms ～ 19ms）

重 量 約 700g 約 1.7kg

外 形 寸 法 約 205 × 130 × 32（mm） 約 247 × 177 × 65（mm）

取 付 け 寸 法 195 × 80（mm）または
190 × 100（mm） 220 × 150（mm）

保 護 等 級 ― IP64 相当
( 防水接栓使用時は IP65 相当 )

④充電器仕様

項　目 FCGAC10A

電 源 AC100V ± 10%

重 量 約 190g（AC アダプタ含む）

外 形 寸 法 約 69 × 163 × 32（mm）

保 護 等 級 IP40 相当
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アフターサービス
無料保証期間　　ご購入より 1 年

無料保証期間中の故障について
販売店または、弊社までご連絡ください ｡ 但し、無料保証期間中でも下記項目に該当する故障の場合は有料にな
りますのでご了承願います ｡

1. 落下、操作上のミス、誤使用など使用者の責任と見なされる故障及び破損
2. 改造及び、弊社の推奨する部品以外を使用して生じた故障及び破損
3. 火災、自然災害（地震、水害、雷など）による故障及び破損
4. 弊社のエンジニアまたは、弊社が認めたエンジニア以外の方による修理作業が行なわれた場合
5. 適切な保守点検を怠っての使用による故障及び破損
6. 内部に浸水の痕跡が認められる故障及び破損
7. 規格を超える環境での使用が認められる故障及び破損
8. 電磁開閉器にサージ吸収素子を指定箇所に取付けや配線しないで生じた故障及び破損
9. お求め後、設置場所の移動時に生じた故障または損傷

修理サービスを依頼する時にお知らせ願いたいこと
P.62 入力フォームに必要事項をご記入の上、弊社までお知らせください。

次ページまたは、弊社ホームページの「修理品に関するお問い合わせ」に記入し、修理品と同梱していただ
くか、弊社サービス課まで FAX をお願い致します。

連　絡　先

　

　　　　　　　　　サービス課（本社）
〒 214－0013	 神奈川県川崎市多摩区登戸新町 337
	 TEL：	044－932－4181（直通）
	 FAX：	044－932－6370

　　　　　　　　　サービス課（関西営業所）
〒 532－0028	 大阪府大阪市淀川区十三元今里 1-8-32-301
	 TEL：	06－6307－3633
	 FAX：	06－6307－3659
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TEL：044（932）4181　　FAX：044（932）6370
®

修理品に関するお問い合わせ
修理品を発送する際は、故障内容をできるだけ詳しく説明していただけるとその後の修理対応がスムーズに行えます
ので、下記の入力フォームに記入し、修理品と同梱していただくか、弊社サービス課まで FAX してください。
※必須項目は必ずご記入願います。

修理品故障内容

貴 社 名：	 	 TEL：	

ご担当者：	 	 FAX：	

見　積　り　希　望 □あり　　　　　　　　　　　　　　□なし

修
　
理
　
品

送　　信　　機
型　　名

製造番号

予 備 送 信 機
型　　名

製造番号

受　　信　　機
型　　名

製造番号

周波数・アドレス 周波数：　　　　　　　　　　　　アドレス：

故障内容（必須）

※該当する項目にチェック
してください。該当項目
がない場合、その他に
できるだけ詳しい故障内
容をご記入ください。

□ケース破損	 □ TRB ランプ点灯
□全く動作しない	 □動作が時々途切れる
□充電できない	 □充電してもすぐに BATT ランプが点滅する
□衝撃を与えると電源が切れる	 □水がかかり動作しなくなった
□落下させたら動作しなくなった	 □『　　　　　　』の操作ができない
□点検調査依頼	 □仕様変更
□その他

故障
状況

再 現 度 □必ず再現する　　　　□時々再現する　　　　□ほとんど再現しない

予備送信機の状況 □同じ症状　　　　　　□正常に動作する

ご 購 入 先 会 社 名

発 送 先 会 社 名（必須）

発送先ご担当者（必須）

発 送 先 住 所（必須）
〒

発送先電話番号（必須）
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図 面 集

送信機外観図
GTH100VZ/GTH100WZ/GTH120VZ/GTH120WZ

FTH100VZ

FTH120VZFTH100WZ

緊急停止スイッチ取付け時
（工場オプション )

72
2
1
4

2
2
8

45

GTH100VZ

緊急停止スイッチ取付け時 
（工場オプション） GTH100WZ GTH120VZ GTH120WZ

警報電入 電切

上 下

東 西

南 北

照明

警報
電入 電切

上 下

東 西

南 北

照明高速

警報電入 電切

上 下

東 西

南 北

照明

2
2
8
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受信機外観図
GRB100VZ/GRB100WZ/GRB120VZ/GRB120WZ

GRD100VZ/GRD100WZ/GRD120VZ/GRD120WZ
（１
４．
１）

４－±１．５６５

以上）Ｌ＝６５（取付ねじ長さ

（固定穴ピッチ）２２０
２４７
±０．３

±２．５

±１
．５

６５
±２
．５

±０
．３ １７
７（
固
定
穴
ピ
ッ
チ
）

１５
０

ＡＮＴ

ＰＬシール

主銘板

φ１０
取付け穴

警告シール

190
195

5

1
3
0

3
2

205

1
0
0

8
0

ＸＸＸＸＸＸＸＸ

製造番号

型名

Ｙ０００２－１３４

＊＊＊＊＊＊＊＊

Ｆ．Ｇ

電源入力

電源入力

電源
ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ２００Ｖ

ＡＣ２２０Ｖ

１

２

３
４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

ＲＹ１

ＲＹ２

ＲＹ３

ＲＹ４

ＲＹ５

ＲＹ６

ＲＹ７

ＲＹ８

ＲＹ９

ＲＹ１０

ＲＹ１１

ＲＹ１２

ＲＹ１３

ＲＹ１４

ＲＹ１５

ＲＹ１６

ＲＹ１７

ＲＹ１８
点検

動作

点検スイッチ

ＯＮＯＦＦ

電源スイッチ

注：上記は標準仕様の対応ＲＹ番号です

標準外の場合は各々仕様をご確認の

うえ、注意して配線してください。

警  告
　電磁開閉器等のコイルは、遮断時に逆起電圧（サ

レーが故障（溶着など）する場合があり、大変危険
い。）　サージ対策が実施されないと本機器内のリ
ださい。（実施方法は取り扱い説明書をご覧くださ
ージ）が発生します。必ずサージ対策を実施してく

です。

　て下さい

●感電の恐れあり

●故障・事故・ケガの恐れあり

・点検・修理を行う時は、必ず電源を切って

取扱説明書をよく読んで、お使いください

・異常な動作をした時は、直ちに使用を中止し

・テレコンの目的以外では、絶対に使用しないで
　下さい

・本機の改造は、絶対に行わないでください

　下さい

危

険

！

！

ＰＯＷ

ＲＳＳＩ

ＡＤＤ
ＣＨＫ

対応ＲＹ番号

＊ＴＨ１００ＶＺ／ＷＺ ＊ＴＨ１２０ＶＺ／ＷＺ

( )内は2段出力

ＲＹ３
ＲＹ２

ＲＹ３
ＲＹ２

ＲＹ６ ＲＹ４

ＲＹ６ ＲＹ４

(ＲＹ１１)

ＲＹ１０

(ＲＹ１１)

ＲＹ１２

(ＲＹ１４)

ＲＹ１３

(ＲＹ１４)

ＲＹ１５

(ＲＹ１７)

ＲＹ１６

(ＲＹ１７)

ＲＹ１８

ＲＹ１ＲＹ１

(ＲＹ８)

ＲＹ７

(ＲＹ８)

ＲＹ９

(ＲＹ１１)

ＲＹ１０

(ＲＹ１１)

ＲＹ１２

(ＲＹ１４)

ＲＹ１３

(ＲＹ１４)

ＲＹ１５

(ＲＹ１７)

ＲＹ１６

(ＲＹ１７)

ＲＹ１８

4-M5 BR
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ケース AC　アダプタ
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1800±50

充電器外観図
FCGAC10A

※ジャックの形状については、
　図と異なる場合がございます。
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受信アンテナ外観図
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出力端子図
GRB100VZ/GRD100VZ

RY２、RY５は
オプション対応
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出力端子図
GRB100WZ/GRD100WZ

RY２、RY５は
オプション対応
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出力端子図
GRB120VZ/GRD120VZ

RY２、RY５は
オプション対応
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出力端子図
GRB120WZ/GRD120WZ
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周波数表
本無線システムは、法律で定められた 1.2GHz 帯無線周波数（58 波）の内、1 波を使用しています。
本機のチャネル表示（周波数）が LA-2 である場合、LA-2（1216.0875MHz）→ LA-5（1216.1625MHz）
→ LA-8（1216.2375MHz）→ LB-1（1216.3125MHz）の順にスキャン（P.26 参照）を繰り返し
行い最初の空きチャネルで固定し通信開始となります。同一周波数の無線システムを近傍で使用するとお互
いに受信が妨害され、受信出来なくなることがあります。（同一周波数でもアドレスが合致しないと動作し
ません）
スキャンするチャネルの順番については、P.72「G シリーズ　チャネルシフト一覧表」をご参照ください。
同一、近隣工場内で複数使用される時は、下記周波数表を無線機器の管理・運営の参考にしてください。

1.2GHz 帯周波数表

ローバンド ハイバンド

グル－プ チャネル 周波数（MHz） グル－プ チャネル 周波数（MHz）

LA

0 1216.0375

HA

0 1252.0375

1 1216.0625 1 1252.0625

2 1216.0875 2 1252.0875

3 1216.1125 3 1252.1125

4 1216.1375 4 1252.1375

5 1216.1625 5 1252.1625

6 1216.1875 6 1252.1875

7 1216.2125 7 1252.2125

8 1216.2375 8 1252.2375

9 1216.2625 9 1252.2625

LB

0 1216.2875

HB

0 1252.2875

1 1216.3125 1 1252.3125

2 1216.3375 2 1252.3375

3 1216.3625 3 1252.3625

4 1216.3875 4 1252.3875

5 1216.4125 5 1252.4125

6 1216.4375 6 1252.4375

7 1216.4625 7 1252.4625

8 1216.4875 8 1252.4875

LC

0 1216.0500

HC

0 1252.0500

1 1216.1000 1 1252.1000

2 1216.1500 2 1252.1500

3 1216.2000 3 1252.2000

4 1216.2500 4 1252.2500

5 1216.3000 5 1252.3000

6 1216.3500 6 1252.3500

7 1216.4000 7 1252.4000

8 1216.4500 8 1252.4500

9 1216.5000 9 1252.5000
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G シリーズ　チャネルシフト一覧表

開始
グループ／チャネル

チャネルシフト順

0 → 1 → 2 → 3

A

A-0 A-0 → A-3 → A-6 → A-9

A-1 A-1 → A-4 → A-7 → B-0

A-2 A-2 → A-5 → A-8 → B-1

A-3 A-3 → A-6 → A-9 → B-2

A-4 A-4 → A-7 → B-0 → B-3

A-5 A-5 → A-8 → B-1 → B-4

A-6 A-6 → A-9 → B-2 → B-5

A-7 A-7 → B-0 → B-3 → B-6

A-8 A-8 → B-1 → B-4 → B-7

A-9 A-9 → B-2 → B-5 → B-8

B

B-0 B-0 → B-3 → B-6 → A-0

B-1 B-1 → B-4 → B-7 → A-1

B-2 B-2 → B-5 → B-8 → A-2

B-3 B-3 → B-6 → A-0 → A-3

B-4 B-4 → B-7 → A-1 → A-4

B-5 B-5 → B-8 → A-2 → A-5

B-6 B-6 → A-0 → A-3 → A-6

B-7 B-7 → A-1 → A-4 → A-7

B-8 B-8 → A-2 → A-5 → A-8

C

C-0 C-0 → C-1 → C-2 → C-3

C-1 C-1 → C-2 → C-3 → C-4

C-2 C-2 → C-3 → C-4 → C-5

C-3 C-3 → C-4 → C-5 → C-6

C-4 C-4 → C-5 → C-6 → C-7

C-5 C-5 → C-6 → C-7 → C-8

C-6 C-6 → C-7 → C-8 → C-9

C-7 C-7 → C-8 → C-9 → C-0

C-8 C-8 → C-9 → C-0 → C-1

C-9 C-9 → C-0 → C-1 → C-2

グループ／チャネルには、ローバンド（L）およびハイバンド（H）があります。
グループ／チャネルについての詳細は、P.71「1.2GHz 帯周波数表」をご参照ください。
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	 標準価格 /2,700 円（送料別途）

本　　　社／〒214-0013	 神奈川県川崎市多摩区登戸新町337
	 TEL.044-932-4411㈹	 FAX.044-932-6370
関西営業所／〒532-0028	 大阪府大阪市淀川区十三元今里1-8-32-301
	 TEL.06-6307-3633㈹	 FAX.06-6307-3659
東北営業所／〒987-1103	 宮城県石巻市北村字前山61-4
	 TEL.0225-24-6570	 FAX.0225-24-6580
北海道営業所／〒003-0021	 北海道札幌市白石区栄通3-3-27
	 TEL.011-856-0033	 FAX.011-853-2815
沖縄営業所／〒900-0003	 沖縄県那覇市安謝638
	 TEL.098-863-5003	 FAX.098-862-3563

●この取扱説明書の記載内容は令和元年 5月現在のものです。

　販売者

Cat. No. Z0010-117A

製造者

®

URL http://www.j-any.co.jp/

安全に関するご注意

1.	 本製品は日本国内の電波法に準拠しています。国外使用の際、当該国電波法等関連法の遵守を保証する

ものではありません。国外でのご使用は弊社窓口にご相談ください。

2.	 製品品質及び信頼性向上に努めておりますが、思いがけない故障が発生し、使用条件によっては誤動作

の可能性があります。耐放射線設計は行っておりません。製品の故障または誤動作が生じた場合も、事故、

火災、その他損害等を生じさせないようお客様の責任において対策設計していただき、システムとして

の安全検証をお願い致します。

3.	 製品の使用及び使用不能から生ずる二次的損害（逸失利益、事業の中断、他の機器や部品に対する損傷、

情報の損失またはその他の金銭的損害を含む）に関し、その負担を致しません。

4.	 設計時での技術水準では、予見出来ない故障または損傷については免責とさせていただきます。

5.	 本書の記載内容は発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。ご購入及びご使用にあた

り、事前に弊社営業窓口に最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページなどを通じて

公開される情報に常にご注意ください。

6.	 本書の全部または一部を、弊社の事前承諾を得ることなく、転載、複製することをお断りいたします。

7.	 本書に関するお問い合わせ、その他お気付きの点等ございましたら弊社営業窓口までご照会ください。

危険


